
静商同窓会関東支部会則 
 

第１章  総  則 

 （名称） 

 第１条   本会は、静商同窓会関東支部と称する。 

 （所在地） 

 第２条   当支部は、事務局を関東地区に置く。 

（目的） 

 第３条   当支部は、会員相互の親睦を図り、かつ静商同窓会（以下「同窓会」という） 

       及び母校の発展に寄与することを目的とする。 

（活動） 

 第４条   前条の目的を達成するために次の活動を行う。 

      （1）定期総会・懇親会開催及び同好会開催による会員相互の親睦を深める活動 

      （2）会報の発行及び広報活動 

      （3）会員情報の収集と管理の活動 

      （4）母校部活動の情報収集と支援活動 

      （5）同窓会本部の事業への協力  

（会員） 

 第５条  当支部は、関東地区に居住または勤務する本部同窓会会則第５条に定める普通 

      会員（以下「同窓生」という）で組織する。 

    ２．関東地区以外に居住で、当支部の活動に貢献・関与し、参加意思のある同窓生を 

      準会員と位置づける。 

    ３．準会員の資格の取り消し及び準会員の役員資格の取得については別に定める 

      「支部運営細則」による。 

 

第２章 役員及び顧問 

（役 員） 

 第６条  当支部に次の役員を置く。 

      支部⾧   １名 

      副支部⾧  ２名  

      幹事⾧   １名  

      副幹事⾧  １名  

      常任幹事 （若干名）  

      幹事（卒業年度ごとに若干名）  



      会計      １名  

      会計監査   ２名  

（役員の選出）） 

 第７条  支部⾧、副支部⾧、会計及び会計監査は立候補を求める公告を行い、幹事会の 

      同意を得て総会で選出する。 

    ２．常任幹事は幹事の中から幹事会の同意を得て支部⾧が任命する。 

    ３．幹事は支部会員の推薦を受け、支部⾧が任命する。 

    ４．幹事⾧及び副幹事⾧は幹事の中から常任幹事会の同意を得て、支部⾧が任命する。 

（役員の任務） 

 第８条    支部⾧は支部を代表し、会務を統括する。  

     ２．副支部⾧は支部⾧を補佐し、支部⾧事故ある時はその職務を代行する。  

     ３．会計は経理事務を処理し、会計報告を行う。    

     ４．会計監査は会の財産状況を監査する。   

     ５．幹事⾧は支部⾧の命により会務を遂行する。   

     ６．副幹事⾧は幹事⾧を補佐する。  

     ７．常任幹事は活動方針の企画・遂行を担当する。   

     ８．幹事は活動の遂行を担当する。 

（役員の任期） 

 第９条   役員の任期は 2 ヶ年とする。但し、重任を妨げない。 

    ２．年度の途中において、事情により欠員が生じた場合は直ちに補充、補充役員の 

      任期は前任役員の残任期間とする。 

（顧 問） 

 第１０条 当支部に顧問を置くことができる。  

    ２．顧問は常任幹事会及び幹事会の承認を得る。 

    ３．顧問は当支部の運営について常任幹事会並びに幹事会に出席し、助言をする 

      ことができる。 

 

第３章  総  会 

（総 会） 

 第１１条  総会は定時総会及び臨時総会とし、支部⾧がこれを招集する。 

    ２．定時総会は毎年７月に開催する。  

    ３．臨時総会は支部⾧又は、常任幹事会及び幹事会において必要と認めたときに 

       開催する。 

（総会の決議事項) 

 第１２条  次に掲げる事項は総会の決議を得る。 



      （１）前年度事業報告の承認  

      （２）前年度会計決算の承認  

      （３）本年度事業計画の承認  

      （４）本年度会計予算の承認  

      （５）役員の改選  

      （６）会則の変更  

      （７）その他重要事項 

（総会の決議）  

 第１３条 総会の議⾧は支部⾧がこれにあたる。 

    ２．総会の議事は出席者の過半数をもって決する。  

      但し、賛否同数の場合は議⾧がこれを決する。 

 

第４章  会  議 

（会議） 

 第１４条 会議は常任幹事会及び幹事会とする。 

    ２．常任幹事会及び幹事会は支部⾧が招集し、幹事⾧が議⾧となる。 

（常任幹事会） 

 第１５条 常任幹事会は支部⾧・副支部⾧・会計・会計監査・幹事⾧・副幹事⾧・常任 

      幹事をもって構成する。 

    ２．常任幹事会は随時これを開催する。 

（幹事の出席) 

 第１６条 支部⾧が認めた場合には幹事は常任幹事会に出席し、意見を述べることが 

      できる。 

（常任幹事会の役割） 

 第１７条 常任幹事会は次の事項を幹事会に提案する。 

      （１）総会に提出する議案  

      （２）会務の処理に関する会則の制定及び改廃に関する事項  

      （３）特別委員会の設置、廃止及び当該委員会の人事に関する事項 

    ２．常任幹事会は次の事項を推進する。  

      （１）総会の決議により委任された事項  

      （２）当支部の事業計画、運営方針及びこれの実施に関する事項 

    ３．その他会務運営に関する事項の処理。 

（常任幹事会の議事） 

 第１８条 常任幹事会は構成員の過半数の出席をもって成立する。 

    ２．常任幹事会の議事は出席者の過半数をもって決する。  



      但し、賛否同数の場合は議⾧がこれを決する。 

    ３．出席者には委任状出席及び事務局が指定したリモート出席を加える。 

（幹事会） 

 第１９条 幹事会は支部⾧・副支部⾧・会計・会計監査・幹事⾧・副幹事⾧・常任幹事、 

      幹事をもって構成する。 

    ２．幹事会は随時これを開催する。 

（幹事会の役割）  

 第２０条 幹事会は常任幹事会から提案された次の事項を審議する。 

      （１）総会に提出する議案  

      （２）会務の処理に関する会則の制定及び改廃に関する事項  

      （３）特別委員会の設置、廃止及び当該委員会の人事に関する事項 

（幹事会の議事） 

 第２１条 幹事会は構成員の過半数の出席をもって成立する。 

    ２．幹事会の議事は出席者の過半数をもって決する。 但し、賛否同数の場合は議⾧ 

      がこれを決する。 

    ３．出席者には委任状出席及び事務局が指定したリモート出席を加える。 

 

第５章 専 門 部 会 

（専門部会） 

 第２２条 第４条を遂行するために、企画部会、広報部会、組織部会、応援部会の４つの 

      専門部会を設ける。 

    ２．各専門部会には部会⾧を置き、部会⾧は常任幹事の中から支部⾧が常任幹事会の 

      承認を得て任命する。 

    ３．各専門部会の運営については別に定める「支部運営細則」による。 

    ４．各専門部会には活動内容に応じて専門部会活動費を支給する。 

 

第６章  同 好 会 

（同好会） 

 第２３条 第４条を遂行するために同好会を置くことができる。 

    ２．同好会の設立基準及び名称は別に定める「支部運営細則」による。 

    ３．同好会には活動内容に応じて同好会活動支援金を支給する。 

 

第７章  会 計 

（会計期間） 



 第２４条 当支部の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

（会計処理） 

 第２５条 当支部の会計処理は別に定める「会計規則」による。 

（運営資金） 

 第２６条 当支部の運営資金は次の諸収入をもってこれに充当する。  

      （１）会員からの年会費  

      （２）会員からの寄付金その他の収入金  

      （３）同窓会本部からの支援金  

      （４）資金から生ずる諸収入金 

（年会費） 

 第２７条 当支部会員及び準会員は年会費として２，０００円を納める。 

 

第８章 個人情報の取扱い 

（個人情報の取扱） 

 第２８条 会員の氏名・電話番号・メールアドレス等の個人情報は、幹事⾧及び組織部会 

      で共有し、同窓会の各種案内、連絡用としてのみ使用する。 

 

第９章 付  則 

（付則） 

 第２９条 本会則に規定していない事項は常任幹事会及び幹事会の決議で定め、 

      重要な決議事項は総会に報告する。 

    ２．慶弔給付並びに寄付金については別に定める「支部運営細則」による。 

（施行期日） 

 第３０条 本会則は令和７年７月１２日から施行する。 

     


